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年頭挨拶（2024年） 

一般社団法人不動産協会 

理 事 長 吉 田 淳 一 

（三菱地所(株)会長） 

 

はじめに、今般の能登半島地震で亡くなられた方へご冥福をお祈りするとともに、被災さ

れた方々へ心よりお見舞いを申し上げます。被災地の一刻も早い復旧・復興を心から願って

おります。 

昨年を振り返ってみますと、コロナの５類移行により完全にコロナ禍からの脱却が図られ、

社会経済活動の正常化が進められてきました。インバウンド観光客もコロナ前を上回る勢い

で増加しており、経済の活性化に貢献しています。 

スポーツにおける明るい話題もありました。ＷＢＣでの侍ジャパンの優勝をはじめ、バス

ケットボールやラグビーのワールドカップでの日本チームの健闘には、大きな感動を受けま

した。スポーツの力の大きさを改めて実感した次第です。スポーツやエンターテイメントへ

の取り組みを魅力的なまちづくりにも活かしていきたいと考えています。 

一方、ロシアによるウクライナ侵攻は、いまだ終結の兆しがなく長期化しており、さらに

はパレスチナでの紛争が勃発し、こちらも停戦の兆しが見えません。国際秩序の維持に向け

て、各国が連携を深めていくことが期待されます。 

そうした中で、我が国の経済は緩やかな回復基調にありますが、物価上昇や世界経済の下

振れリスク等の不透明な状況により、先行きについては予断を許しません。また、少子化・

人口減少をはじめとした構造的な課題にも直面しています。 

こうした中、ＧＸやＤＸを加速させ、経済社会の変革を進め、持続的な成長を実現するた

めには、様々な社会課題の解決を経済成長のエンジンに変え、民間投資を拡大、我が国の競

争力を一層強化するとともに、分厚い中間層を形成していくことが不可欠です。 
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当協会では、そうした観点から、税制について、要望活動を積極的に進めてきました。先日

決定された令和６年度与党税制改正大綱では、最重点要望であった住宅ローン減税の借入限度

額の維持について、１年間、子育て世代等に対して認められたのをはじめ、土地固定資産税の

負担調整措置や国家戦略特区の特例の延長など、当協会の主要な要望は概ね認めていただいて

います。経済の力強い成長に寄与する措置として大いに歓迎したいと思います。ご尽力いただ

いた先生方、関係の皆様方に、厚く御礼申し上げます。 

 

さて、今後の協会の活動について簡潔に申し上げます。 

2050 年カーボンニュートラルの実現に向け、官民連携してＧＸを促進する取り組みが進ん

でおります。環境政策においては、持続的成長と経済合理性、社会課題解決、顧客共感とい

う三要素の共通理解・同時実現が不可欠です。当協会としても不動産業界におけるＧＸを加

速させるための環境整備に引き続き取り組んでいきます。 

そうした中で、普及促進の途上にあるＺＥＨ、ＺＥＢ水準への取り組み加速や、中高層建

築物の木造化促進、ＳＣＯＰＥ３への取り組みについてもしっかりと行っていくことが重要

です。 

 

都市政策につきましては、都市の国際競争力の強化が引き続き重要です。世界中から多様

な人を呼び込むビジネス・生活環境の整備として、都市の魅力を高める機能集積を図り、質

の高い賑わい空間を創出すべく、まちづくりＧＸの推進、ウォーカブルな空間形成、エリア

マネジメントの着実な進展に取り組みます。 

 

住宅政策につきましては、豊かな住生活の基盤となる安心・安全で良質な住宅ストックの

形成・循環に向け、質の高い住宅の供給、こども・子育て世代等、多様なニーズへの対応を

進めてまいります。 

とりわけ、マンションにおいては建物と居住者の両方における高齢化の「２つの老い」が
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進行し、課題となっています。今後、高経年マンションストックの急増が見込まれる中、区

分所有法の改正が議論されており、マンション建替え決議の多数決要件引下げなど合意形成

の円滑化、適正な管理の推進に向けて取り組んでいきます。また、子育て世帯等を支える住

まいと環境づくりについては、今般、政策支援をいただいておりますが、継続・充実化に努

めてまいります。 

 

その他、国際化への対応を進めるほか、事業環境の整備について、2024年問題への対応も踏

まえ、ますます重要性を増す物流不動産、インバウンドの回復により事業機会が拡がるリゾー

トの開発なども対象として、幅広く取り組んでまいります。 

 

当協会としては、国民の暮らしを豊かにするまちづくりや住環境の整備を通じ、我が国の経

済・社会の発展に向けて、貢献していきたいと考えておりますので、引き続きご理解、ご支援

賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

以 上 


